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エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社

■ 百貨店事業

※神戸阪急、高槻阪急は本年実績のみ。

○ 全店の概況 ※既存店ベースの売上高が20ヶ月連続で前年実績を上回る。

・ 「緊急事態宣言」の解除および、大阪府、兵庫県の商業施設の休業要請解除を受けて、大阪府、兵庫県、福岡県下
における店舗を5月21日から、ほぼ全面的に営業を再開。30日からは、土日休業していた都心店舗も営業を再開。
25日からは「緊急事態宣言」の全面解除となり、阪急メンズ東京についても29日から営業を再開した。

・ 5月20日までの売上高前年比は、都心店8％、郊外店39％に対して、21日以降は、都心店76％、郊外店88％と想定
を上回る結果で推移。

・ EC売上高前年比は355％と先月に引き続き好調に推移。店頭でも人気の独自ｺﾝﾃﾝﾂの仕掛けである、阪急本店
（394％）の「ﾜｰﾙﾄﾞ・ﾃｨｰ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」や阪神本店（168％）の「大ﾜｲﾝ祭」が売上を大きく牽引。

○ 阪急本店の概況

・ 5月21日以降、阪急ﾒﾝｽﾞ大阪も含め全館営業を再開。30日以降は、土日も営業を再開。
・ 21日以降は、全面再開を待ち望まれていたお客様も多く、売上高前年比79％。※ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを除けば93％。
・ “命を守る段階”から“暮らしを取り戻す段階”へと生活のｽﾃｰｼﾞが移行し、ECを利用されない高年齢層の化粧品の

まとめ買いや、季節ｱｲﾃﾑのﾊﾟﾗｿﾙや帽子、そのほか成長に伴い買い替えが必要なﾍﾞﾋﾞｰ・こども服(靴や肌着)、
ﾘﾋﾞﾝｸﾞ用品ではｽﾘｯﾊﾟやｷｯﾁﾝ周りの小物の動きが目立つ。また、やむを得ず、時期が遅れた春のお祝いﾆｰｽﾞで、
ｷﾞﾌﾄが好調な動き。

・ 阪急ﾒﾝｽﾞ大阪も、再開後はﾓｰﾄﾞﾌｧｯｼｮﾝやｷﾞﾌﾄが好調で想定を上回る売上で推移。同日数対比では前年比100％。

※過去1年間の売上高推移

※神戸・高槻阪急を除く

■ 食品事業
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＜本件に関するお問い合わせ先＞
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 広報部 TEL：０６-６３６７-３１８１

★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。

※）2020年4月１日付でイズミヤ株式会社は3つの会社に分割されました。これに伴い、2020年4月度売上速報より、「イズミヤ」の数値は、食品スーパーを

運営する新イズミヤ株式会社と旧イズミヤ株式会社の食品スーパー部門の前年同月を比較しています。


